
特記仕様書（建築改修工事編）

Ⅰ　工事概要

２．敷地面積

３．構造・規模

４．建築面積

６．主要用途

Ⅱ　建築改修工事仕様

㎡

㎡ ㎡５．延床面積

１．工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都市計画区域　内・外）

1

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

 1 適用基準等

 2 電気保安技術者

   板の処理等

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

　※廃石膏ボード等は、原則分別再利用処理とする

処理を行うアスベスト成形板の仕様

　・石綿スレート

　・石綿セメント板

　・けい酸カルシウム板

　・ロックウール化粧吸音板

　・ビニル床タイル

　・その他

施工調査

　アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う

　調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する

　（１）アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　図面に記載されている使用範囲のみならず、広く確認を行う

　（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　（３）アスベスト成形板使用数量の確認

　（４）施工範囲と工事管理区分の確認

　（揮発性有機化合

　　物）対策

※屋内に使用する材料は、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の放散による健康への影響に配慮し、次の

　条件を満たすものとする

①合板、木質ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、

単板積層板、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、ﾕﾘｱ樹脂板、

壁紙、緩衝材、断熱材、仕上げ塗材

F☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを

含有していない水性系のものとする
②塗料

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎﾘｽ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞを含有しない、

は工場で行い、十分乾燥した後に現場搬入する

非有機ﾘﾝ系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理

１）ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

を含有してないものとする

２）ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有

しない難揮発性の可塑剤を使用しているものと

④内装用接着剤、木工事用接着剤

③木材保存剤（防腐処理、防蟻処理等）

 5 発生材の処理

 6 アスベスト成形

 7 室内空気汚染

対象建築材料等 使用制限

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を

監督職員に提出する

 3 施工条件

 4 工事安全計画書

⑤家具、書架、実験台、什器、化粧洗面台、

流し台

①②③④の建築材料を使用する場合はF☆☆☆☆

を基本とし、該当する材料がない場合はF☆☆☆

☆は同等品を使用する

　室内に関わる材料は（上記①～⑤及び建具、ｼｰﾙ材、その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）

については、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｽﾁﾚﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ、ﾌﾀﾙ酸-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ｸﾛ

ﾙﾋﾟﾘﾎﾘｽ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提

出するものとする。

する

JAS マーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の１）から６）の事項を満たすものとする

　本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS 及び

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

３）安定的な供給が可能であること

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

 8 材料の品質等 (１.４.２)

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明とな

る資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品及び同等品を使用するものとし、同等品を

使用する場合は監督職員の承認を受けること。

　　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の判断

 9 施工数量調査 調査項目　　　・防水改修　　　・外壁改修　　　・　

調査範囲　　　※図示

調査方法　　　※テストハンマーによる打診及び目視　　　・図示

　外壁調査は、外壁改修フローに対する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび

割れ及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

　また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する

（必要に応じ写真等を添付する）

   部分の補修

10 調査のための破壊 既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　※図示

(１.５.２)

(１.５.３)

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

内装仕上施工

仮設工事 とび

防水改修工事 防水施工

建築板金

ｽﾚｰﾄ施工

樹脂接着剤外壁改修工事

注入施工

左官

ﾀｲﾙ張り

建具改修工事 ｻｯｼ施工

ｶﾞﾗｽ施工

自動ﾄﾞｱ施工

内装改修工事 建築大工

内装仕上施工

建築板金

表装

左官

ﾀｲﾙ張り

塗装改修工事 塗装

耐震改修工事 鉄筋施工

型枠施工

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

鉄工

とび

環境配慮改修工事 配管

路面表示施工

造園

工事種目 技能検定職種

11 技能士

   測定

   化学物質の濃度

　　測定対象室及び測定箇所数　　　※図示（仕上表備考欄）

13 完成時の提出図書

(１.６.２)

測定し、報告すること

　施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝの濃度を

技能検定作業

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・とび作業

・内外装板金作業

・スレート工事作業

・左官作業

・ﾀｲﾙ張り作業

・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

・ｶﾞﾗｽ工事作業

・自動ﾄﾞｱ施工作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上作業

・鋼製下地工事作業

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

・壁装作業

・左官作業

・ﾀｲﾙ張り作業

・建築塗装作業

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・構造物鉄工作業

・とび作業

・建築配管作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業

・造園工事作業

・FRP防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

(１.６.９)12 室内空気中の

　　※記入内容は標準仕様書（表１.７.１）による。仕上表には、ﾒｰｶｰ名及び品番、色番号等を

　　　記入する。

※施工計画書　（A4ファイル綴じ　提出部数：１部）

※保全に関する資料（提出部数　　※１部　　　・　　部）

   完成写真

※下記のものを監督員に提出する。工事写真については、隠蔽となる部分は全て写すこと。

着工前及び工事中

完成時

提出部数

工事毎

　　枚

カラー　※サービス版＜２４×３６以上＞

・　

・カラースライド＜２４×３６以上＞

カラー　※キャビネ版＜２４×３６以上＞

カラー　・全紙版（ｱﾙﾐ額縁入）＜６０×９０以上＞

部　数分類規格＜原版の大きさ（mm）＞

　１部

　　部

　　枚 　　部

　　枚 　　部

・デジタルカメラで撮影された工事写真（CD-R共提出）

　200万画素程度）を完成検査時に１部提出する。

※上記の他、完成写真内外６面程度（カラーサービス版）、及びその画像データ（JPEG形式で

14 工事写真・　

区　分

   取り合い

する   計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものと

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする

・行う（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　※行わない

18 設備工事との

17 施工図及び施工

16 見本施工

15 特別な材料の工法

区　分

梁貫通部の補強

梁貫通部のスリーブ

天井埋込型器具の取付箇所の下地軽量鉄骨の切込み及び補強

自動開閉装置を取付ける防火戸の切り込み補強及びﾄﾞｱｰﾁｪｯｸ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地

照明器具、幹線等の吊ボルト用インサート

電気室、自家発電室などのピット（蓋含む）

埋込形分電盤、消火栓等の仮枠及び補強
仮枠

補強

施工範囲

19 撤去部分

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

2

仮
　
設
　
工
　
事

 1 足場その他 足場を設ける場合、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成２２年版２．２．１（ｂ）

によるほか、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

(２.２.１)

 2 既存部分の養生 (２.３.１)既存部分の養生方法　　※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等

既存家具等の養生方法　　※ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ｶｰﾃﾝ等の養生方法及び保管場所　　・図示

固定された備品、机・ﾛｯｶｰ等の移動　　・行う（図示）

 3 仮設間仕切り 仮設間仕切り等の種別

※Ｃ種

仮設扉

・Ｂ種

・Ａ種

種　別

・木下地

※軽量鉄骨

・木下地

※軽量鉄骨

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

下　地

※せっこうボード（※9.5　・　　　）

・合板　　　　　（※9.0　・　　　）

※せっこうボード（※9.5　・　　　）

・合板　　　　　（※9.0　・　　　）

防炎シート

※片面フラッシュ程度　・　

※合板張り程度　　　　・　

厚さ　mm ・片面

※無し

・片面

※無し

※無し

・有り

仕上材（厚さ　mm） 充てん材 塗　装

(２.３.２)(表２.３.１)

・設ける　　 (２.４.１)

構内既存の施設　※利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

構内既存の施設　※利用できる（　※有償　　・無償）　　・利用できない

 5 工事用水

 6 工事用電力

3

防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

※改修標準仕様書３．１．３（ｅ）（１）～（３）による

既存防水層の撤去　　・行う　（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　　）

立上り部の防水層撤去　　・行う　（・ＰＯＳ　・ＰＯＳＩ）

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既存保護層の撤去　　・行う　（範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　　）

アスファルト補修の材料　　　※JIS K 2207 による3種　・ 　

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　　※図示　・　   補修

(３.２.３)

(３.２.４)

(３.２.６)

(３.２.２)(３.３.２)

(３.２.６)

 1 施工数量調査 調査範囲　　※図示

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示

   養生方法(とい共)

 2 降雨等に対する (３.１.３)

 3 既存防水の処理

　・行う　（・Ｍ４ＡＳ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｍ４Ｃ　・Ｍ４ＤＩ　・Ｌ４Ｘ）　

 4 既存防水層の下地

アスファルトの種類　　３種

　の基準に従い、あらかじめ、平成19年3月30日付け18高建管第881号「土木部発注工事で使用する木

　材の合法性の確認について（通知）」による証明書等を、監督職員に提出する。

※完成図（ＣＡＤデータの提出　　※する（ＣＤ－Ｒ）　　・しない）

※完成図（作成範囲　※配置図　※各階平面図　※各立面図　※断面図　※仕上表）

※施工図　　（CADデータ　提出部数：１部）

調査報告　　提出部数：１部

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水工事作業

50

※本工事　・設備工事

・本工事　※設備工事

※本工事　・設備工事

※本工事　・設備工事

・本工事　※設備工事

・本工事　※設備工事

※本工事　・設備工事

・本工事　※設備工事

※本工事　・設備工事

 4 宿直詰所

　・構内に新設する（６帖程度、電気、電話）

　・既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※設けない

1-1-15 SHINYASIKI

KOCHI CITY.780-0911 JAPAN

PHONE 088-824-0177建築工房
FAX 088-824-0216SOU ARCHITECTURAL FACTORY

一級建築士　大臣登録第３２９８７７号　横畠康

意匠

01

特記仕様書（建築改修工事編）（１）

健康センター

269.88

図示

鉄骨造 平屋建

269.88

1,847.00

高岡郡日高村沖名23番地

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事

　　　　標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下、「改修標準仕様書」という）により、改修標準仕様書

　　　　に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　　　　（令和4年版）」（以下、「標準仕様書」という）による

（２）　電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改修工事はそ

　　　　れぞれの工事仕様書を適用する。なお、電気設備改修工事の仕様書は(   )図、機械設備改修工事の仕様書は

　　　　(   )図による。

（３）　受注者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な書類等（

　　　　報告書等）を用意すること。

２．特記仕様

（１）　項目は、番号に　印の付いたものを適用する

（２）　特記事項は、・印の付いたものを適用する

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する

（３）　特記事項に記載の(　.　.　)内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す

（４）　特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す

（５）　 Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の

　　　特定調達品目を示す。判断基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和５年２月）」（環境

　　　省のホームページからダウンロード可能）による。

（６）　標準仕様書又は改修標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法

　　　等を明示している場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係

　　　法令等の遵守(１.１.１３)の規定を優先する。

※　建築改修工事監理指針（上下巻）　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

※　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

・　鉄骨設計標準図　　　　　　　　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監修

・　鉄骨工事技術指針　　工場製作編　　工事現場施工編　　日本建築学会

※　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）

※　建設副産物適正処理推進要綱

※　建築材料等評価名簿　　　　　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真の撮り方　建築編　国土交通大臣官房官庁営繕部監修

・適用する　　　・適用しない (１.３.３)

(１.３.５)

部位別の施工順序　　※指定なし　・指定有り（　　　　　　　　　　　　　）施工順序は施工計画書により決定する

日高村高齢者健康センター外壁改修工事

監督員との協議による施工時間帯　　　　　※指定なし　・指定有り（　　　　　　　　　　　　　）
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一級建築士　大臣登録第３２９８７７号　横畠康
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■外部仕上表

部位

改修前

腰壁

改修後

改修前

改修後

腰壁
以外

腰壁

数量

69.6㎡

69.6㎡

桧 t＝18　本実目透し横張(キシラデコール塗）＋縦胴縁　桧18×40@405（腰壁H 880）

窯業系サイディング t=16.0＋胴縁 18×45@455（腰壁H 880）

ラスモルタルコテ押　弾性吹付タイルアスファルトフェルト430張＋ラス板　桧 t＝21張

窯業系サイディング t=16.0＋胴縁 18×45@455

20

307㎡

307㎡

日高村高齢者健康センター外壁改修工事

Ｈ Ｈ

【新設】


